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第 ８ 回 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

１．招集日時   令和７年８月５日（火）午後４時３０分 

 

２．招集場所   七飯町文化センター２０１会議室 

 

３．出 席 者   教 育 長   俉 楼   司 

         委     員   加屋本   旬 

委     員   信 夫 恵美子 

委     員   木 村   希 

委     員   財 津 英 明 

 

４．事 務 局   教育監兼教育総務課長   磯 場 嘉 和 

         学校教育課長兼学校給食センター長   柴 田   憲 

         生涯教育課長   花 巻   亘 

         スポーツ振興課長   髙 橋 雅 貴 

         教育総務課庶務係長   蛯 子 拓 弥 

         教育総務課庶務係   村 越 睦 実 

 

５．教育長の報告 報 告 第 １ 号  教育行政動向報告（７月８日～８月５日分） 

 

６．附議事件   議案第３０号  七飯町立学校生徒対外競技等参加経費補助要綱の一部 

改正について 

 

７．閉  会   午後５時００分 

 

８．会議の大要  会議の大要は別紙のとおりである。 

 

９．署  名    教育長  俉楼 司 

 

 

 

          委 員  木村 希 

 

 

 

          調整者  村越 睦実 
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別紙 

 

■俉楼教育長 

 

○ 開会宣言 午後４時３０分 

 

○ 本日の傍聴人は１名。 

 

○ まず、日程第２、会議録署名委員の指名について、木村委員を指名する。 

 

○ 次に日程第３、教育行政動向報告について報告する。 

 

○ ７月８日、令和７年第７回定例教育委員会議を文化センターで開催し、報告案件として令和

７年６月１０日から７月８日までの教育行政動向報告、附議事件として議案２件を審議し原案

のとおり承認した。 

  ７月１４日、教育職員の給与等に関する特措法の一部改正に係る市町村教育委員会教育長会

議がオンライン（Youtube 配信）で開催され、教育長が出席した。 

７月１５日、定例校長会議を文化センターで開催し、教育長、教育委員会管理職及び学校教

育指導主事他が出席の下、６事項について情報提供を行った。 

７月１６日から１７日にかけて、第６０回北海道市町村教育委員会研修会が札幌市教育文化

会館で開催され、教育長並びに教育委員が参加した。 

  ７月１７日、株式会社エスイーシー様より、函館市民会館大ホールにおいて同社が主催する

札幌交響楽団の演奏会へ町立中学校の吹奏楽部員が招待され、２２名が参加した。 

  ７月１８日、令和７年第１回点検評価有識者会議を文化センターで開催した。令和６年度の

教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価に関し、有識者２名への説明を行った。

また、会議冒頭で２名の委員に対し委嘱状の交付を行った。 

  ７月２２日、定例教頭会議を文化センターで開催し、教育長、教育委員会管理職及び学校教

育指導主事他が出席の下、定例校長会議と同様の事項について情報提供を行った。 

  同日、大沼岳陽学校及び鈴蘭谷分校において１学期の終業式が行われ、夏季休業に入った。

２学期の始業式は、８月２２日（金）である。 

  ７月２２日から３１日の期間中、各地域のお祭り時期を前に、七飯音頭太鼓講習会と七飯音

頭盆踊り講習会を文化センター及び大中山コモンで開催した。講習会は、期間中に各２回ずつ

行われ、子どもたちは楽しそうに参加していた。 

７月２５日、大沼岳陽学校及び鈴蘭谷分校を除く各学校において、１学期の終業式が行われ

夏季休業に入った。２学期の始業式は、８月２５日（月）である。 

  ７月２６日、第７０回北海道吹奏楽コンクール函館地区大会が函館市民会館にて開催され、

教育長が出席した。町内３中学校・義務教育学校が出演し、日ごろの練習の成果を披露した。 

７月２６日から８月９日にかけて、ユニバーサルエンターテイメントＡＣの選手１１名とス

タッフ７名が今年度２回目となる大沼合宿を実施し、大沼湖畔周遊道路を中心に今シーズンの

各種大会に向けた練習を行っている。 

  ７月２８日、広島市で８月６日に開催される平和記念式典に出席するため、町内の中学校及

び義務教育学校から１名ずつ選出された生徒による七飯町平和大使の任命状伝達式・結団式が

開催され、３名の生徒が大使として任命された。大使たちは８月５日より２泊３日の行程で広

島市へ派遣される。 
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７月２９日から８月８日にかけて、城西国際大学女子駅伝部の選手３名とスタッフ２名が大

沼合宿を実施し、大沼湖畔周遊道路を中心に今シーズンの各種大会に向けた練習を行っている。

本日（８月５日）の早朝には、選手による道道鹿部線の清掃が行われ、その後、町内児童生徒

を対象とした選手による陸上教室が大沼岳陽学校体育館で開催され、児童生徒２０名が参加し

ている。 

７月３１日、８月１日の２日間、七飯町総合型地域スポーツクラブ「ななえスポーツクラブ

ぷらっと」の協力のもと、教育委員会主催の小学生水泳教室を七飯町民プールで開催した。水

泳教室を初心者と中級者に限定し、９名の児童（小学校３年生以上）が、水に親しみながら個

人のレベルに応じた水泳の基礎技術を学んだ。 

  ６月２６日にユニバーサルエンターテイメントＡＣ、７月２９日の城西国際大学女子駅伝部

が大沼合宿を実施後、引き続き８月１日からは、エディオン女子陸上競技部とサンベルクス男

子陸上競技部の２チームが合宿入りをした。今後は、ＧＭＯインターネットグループ陸上部が

８月１８日から３０日まで合宿を行い、今年度予定していた全７チームが夏合宿を終了する予

定となっている。 

  本日８月５日、城西国際大学女子駅伝部と七飯町間で連携協定を締結した。当日は、同校ス

ポーツ推進機構長深山元良氏が来庁し、学長倉林眞砂斗氏と杉原町長が署名した協定書をそれ

ぞれ交換している。連携協定締結式には教育長が出席した。 

 

○ 日程第３、教育行政動向報告について何か質問、確認したい点はあるか。 

 

■加屋本委員 

 

○ ７月２８日に行われた平和大使結団式について、大使は例年５名程度と認識していたが、３

名になった理由は何か。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 担当課ではないので詳細はわからないが、少数精鋭のメンバーで派遣することとしていると

ころ。 

 

○ 近隣市町村の様子として、函館市は４名の平和大使を派遣することからも、管内の人数構成

等を勘案し、調整を行なったこと等が事由として挙げられるが、ご理解いただきたい。 

 

■加屋本委員 

 

○ 子どもたちが他校との交流もできる絶好の機会と捉えていただけに、個人的には残念である。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 担当課にそのような意見があった旨申し伝える。 
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■財津委員 

 

○ 実業団等陸上チームの大沼合宿が始まっているが、これからも続々と来町する予定であり、

それらのチームは七飯町を“選んで”来てくれているという状況だが、近頃のクマ出没問題に

ついて、各チームへどのように伝わっているだろうか。また、Ｊリーグが秋春制へ移行するこ

とから、夏合宿の候補にも挙がっている等の背景もあるため、担当課は別かもしれないが、草

刈や爆竹等、クマ出没の対策として実施している内容について各陸上チーム等に伝えていけれ

ばと考えているが、いかがだろうか。 

 

■髙橋スポーツ振興課長 

 

○ 現在、実業団等陸上チームは４チーム入っているが、町でもクマ出没への対策として、先導

車を走らせ選手を守る等の支援、不慮の事態を避けるため陸上チームに爆竹を渡す等の支援を

行っている状況。草刈等についても、担当課と密に連携をとって行っていく。 

 

■財津委員 

 

○ 状況について理解した。私を含む大沼観光協会では、草刈面積も広いので全てをやりきると

いうわけにもいかず、なかなか苦慮している。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 大沼国際観光コンベンション協会と合同で七飯町環境生活課と商工観光課、七飯町教育委員

会の合同チームで７月２３日の午前中には大沼地区のごみ拾いを行い、午後には草刈を行なっ

た。財津委員の会社の従業員にもご参加いただき、旧大沼小学校周辺の草刈りを行なった。主

体としては環境生活課だが、声掛けをし合ってクマ対策の草刈り等を適宜行っていければと考

えている。 

 

■財津委員 

 

○ 大沼の湖畔は道道だが、北海道では草刈になかなか入ってもらえない状況。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 地元の皆さんの協力も得ながら、道道である湖畔の草刈りについては北海道に要望をしてい

く。 

 

■信夫委員 

 

○ クマ出没対策に関連してお聞きするが、スクールバスは夏休み中なので稼働しないのか。そ

うであれは、夏休み中の部活動へは児童生徒はどのように通っているのか。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 自転車や徒歩での通学は安全の確保を考え、８月５日現在も禁止している。 
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■俉楼教育長 

 

○ 日程第３、教育行政動向報告について、報告済とする。 

 

○ 次に、日程第４、議案第３０号「七飯町立学校生徒対外競技等参加経費補助要綱の一部改正

について」教育総務課長から説明を求める。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 当該改正は、七飯町立学校生徒対外競技等参加経費補助要綱の一部を改正する訓令を次のよ

うに制定することについて、議決を求めるもの。 

 

○ 議案関係資料１の訓令の概要をご覧いただきたい。 

 

○ １の改正理由として、本要綱で規定する宿泊料の補助額は、「一人一泊につき６,０００円

を限度にその実費額を補助する」と定めているが、この金額は、平成２４年に要綱が全部改正

されてから現在に至るまで一度も改正されていない。昨今の物価高騰や労務費単価上昇によっ

て、宿泊料は上昇の一途を辿っているが、これらの価格上昇を転嫁した金額設定にはなってい

ない状況である。 

また、令和５年度及び令和６年度の宿泊料の実績を見ると、６，０００円では不足している

状況（令和５年度：平均８，５６８円、令和６年度：平均９，３６２円）であり、さらに、近

隣各市町と比較しても補助額が少ない状況にある。 

本要綱で規定する補助金の趣旨は、「経費の一部を予算の範囲内において補助する」ことが

基本とされているものの、補助額と宿泊料の実績が乖離しており、生徒の保護者への負担が大

きくなっている。 

そのため、対外競技等に汗を流して、ひたむきに切磋琢磨する生徒等に対し、過大な負担を

強いることのないよう、宿泊料の上限を２，０００円追加し、適正な金額に設定する改正を行

う。  

 

○ ２の改正内容に記載のとおり、令和７年度に限り、宿泊料上限を一人一泊６,０００円から

８,０００円に引き上げる。 

また、年度途中における改正であることから、改正前の規定に基づき交付決定をした場合で

も、改正後の規定に基づき差額の精算や交付申請ができるよう改正を行う。 

 

○ ３の施行期日に記載のとおり、この訓令は令和７年８月５日から施行し同年４月１日から適

用する。 

 

○ ４の補足にあるが、令和８年度以降の措置は、令和８年度当初予算査定等を経て、改めて検

討のうえ定める。 

 

○ 次のページには、新旧対照表を添付しているので後ほどご参照いただきたい。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３０号について何か質問、確認したい点はあるか。 
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■加屋本委員 

 

○ 個人的には大賛成の立場である。当該補助金は、各市町村で別々に行っているものなのか。

また、時期によっては宿泊先が確保できなかったり宿泊料が著しく高騰している等、現場では

なかなか苦慮している旨の話を聞いている。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 大会によっては宿泊の斡旋を行っており、その場合は旅行代理店の働きで比較的料金を抑え

てくれてはいるが、中には斡旋ではなく各自で宿泊先の確保等を行わなければいけない大会も

ある。 

  また、現段階では令和８年度以降に向けて補助対象とする宿泊料の適正価格を調査・検討し

ているところ。 

 

■加屋本委員 

 

○ 対外競技の指導者が宿泊先について苦労している声をよく聞く。例えば、指導者と宿泊先の

これまでのお付き合いがあるために、宿泊料を６,０００円に抑えることができたという例も聞

くので、当該改正は補助対象者にとって非常に助かるだろうと考える。 

 

■髙橋スポーツ振興課長 

 

○ 私自身も指導者として帯同する機会があるが、例として札幌では、このところ通常時は１泊

１万円程度、時期によっては１泊２万円を超えてしまうときもあると認識している。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３０号について、原案のとおり決定する。 

 

 

○ これで、定例会を終了する。 

 

■閉会宣言 

 

○ 午後５時００分 


